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特
別
養
謹
老
人
ホ
ー
ム
「
ア

コ
モ
ー
ド
」
内
に
在
宅
介
謹
支

援
セ
ン
タ
ー
が
６
月
１
日
（
土
）

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
在
宅
で
お
年

寄
り
を
介
謹
さ
れ
る
方
の
介
謹

に
関
す
る
相
談
を
、
型
時
間
体

制
で
生
活
指
導
員
（
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
）
、
看
謹
婦
な
ど

の
専
門
職
員
が
電
話
・
面
接
相

談
な
ど
に
よ
り
対
応
。
介
謹
を

受
け
る
方
が
住
み
慨
れ
た
家
で
《

家
族
と
一
緒
に
安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
よ
う
実
惰
に
あ
っ
た

公開制度の実施
状況を公表

在
宅

秀
護
の
相
談
を
別
時
間
体
制
で
受
け
付

§

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
調
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
ド
堀

整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

↑
》
一
賑

Ｉ
毒
唾
叶
諦
鍛
桐
猴
沙
耕
寓
一
軒
夕
怜
準
呼
癖
華
準
峅
準
罐
罐
走
倖
皐
》
ｒ
旧
」

品
を
展
一
示
し
、
用
具
の
選
定
や
使
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
気
軽
に
相
性
唖
、
一
ノ

用
方
法
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
談
が
で
き
る
よ
う
保
健
福
祉
サ
ー
謡
蜘
画

併
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
》
癖
Ⅱ
剖

市
で
は
、
昨
年
５
月
に
高
齢
者
ま
す
。

▼
く
↑
‐

在
宅
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
ざ
い
。

拠
点
と
し
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
▼
場
所
下
図
参
照
▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

に
「
相
談
窓
口
」
を
設
澄
し
、
ホ
▼
愛
用
無
料
電
話
ま
た
は
直
接
、
在
宅
介
謹

Ｉ
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
は
▼
対
象
砺
歳
以
上
の
褒
た
き
り
、
支
援
セ
ン
タ
ー
壷
（
顕
）
０
２
９

じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
在
宅
福
痴
呆
、
身
体
の
弱
い
お
年
寄
り
の
４
ま
た
は
高
齢
者
在
宅
ケ
ア
相

祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
「
在
宅
ケ
ア
方
、
ま
た
そ
の
介
謹
に
あ
た
る
方
談
窓
口
壷
（
師
）
１
６
１
１
へ

情
報
公
開
制
度
が
昨
年
４
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
し
、
１
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
求
め

に
応
じ
て
、
市
が
持
っ
て
い
る
情
報
を
原
則
的
に
公
開
す
る

も
の
で
す
。
今
回
、
平
成
７
年
度
の
実
施
状
況
を
公
表
す
る

と
と
も
に
、
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
Ⅱ
文
書
課
情
報
公
開
担
当
Ⅱ

－

一

一
一

ロロ

セ
ン
タ
ー
オ
ー
ゲ
ソ

市
の
備
報
公
開
制
度
が
、
平
成

７
年
４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

情
報
公
開
制
度
は
、
「
我
孫
子

市
備
報
公
開
等
条
例
」
に
基
づ
き

市
の
広
報
紙
や
各
種
刊
行
物
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
も
の
の

ほ
か
、
窓
口
で
実
施
し
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
に
加
え
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
求
め
に
応
じ
て
、

市
が
持
っ
て
い
る
傭
報
を
原
則
と

し
て
公
開
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
市
政
へ
の
市
民

参
加
を
進
め
、
よ
り
開
か
れ
た
市

政
を
目
指
す
も
の
で
、
毎
年
１
回

じ

実
施
状
況
の
公
表
を
義
務
づ
け
て

い
ま
す
。

今
回
、
平
成
７
年
度
に
お
け
る

惰
報
公
開
制
度
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼在宅介護支援センターアコモード案内図 請求(申出)の状況▼表1 備
報
の
公
開
等
の
識
求
（
申
出
）

公
開
等
の
請
求

（
申
出
）
は
５
件

崖讓
~〕L

←

1

惟識提供請求 申出
一
口 計

｜
’

件数 件数件数 件数 人人 人

】

400 0 2 5 2 5
b

照(1)申出とは、請求権者以外からのもの

(2)悩報提供件数は、悩報公開総合窓口で取り扱っ
たもの

件
数
は
、
５
件
（
識
求
０
件
、
申

出
５
件
）
で
し
た
〔
表
１
参
照
〕
。

こ
れ
を
実
施
機
関
別
に
見
る
と
、

公
開
等
の
申
出
の
５
件
す
べ
て
が

教
育
委
員
会
と
な
っ
て
い
ま
す

〔
表
２
参
照
〕
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
公
開
等
の
申
出
に
対
す
る
決
定

状
況
は
公
開
１
件
、
部
分
公
開
３

件
、
不
存
在
１
件
で
、
非
公
開
決

請求(申出)の実施機関別内訳(単位:件）▼表2

医
糯
函

２表▼ぐ
表
４
公
開
等
の
申
出
の
内
容

及
び
決
定
状
況

l決定状況所管課 情報の内容 備考

｜
’
｜
’
｜
’

請求 申出 合計実施機関
｢児童の椛利に関する条約｣について(通知）指導課 公開

教育委員会 0 5 5教
育
委
員
会

教育委員会の会議録総務課 部分公開
個人に関す

る悩報のみ

非公開

※上表以外の実施機関については

ありませんでした

諦求（申出）力
体刑に係る事故報告醤(市内小･中学校分） 部分公開

｜
学校

救育課
自殺に係る事故報告醤(市内小･中学校分） 部分公開

いじめに係る事故報告聲(市内小･中学校分） 不存油

請求(申出)に対する決定状況(単位:件）
定
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
〔
表
３

参
照
〕
。
な
お
、
公
開
等
の
申
出

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
〔
表
４
参

照
〕
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
情
報
公
開
総
合
窓
口
に

お
け
る
情
報
提
供
は
“
件
〔
表
１

参
照
〕
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
予

算
、
福
祉
及
び
議
会
な
ど
に
関
す

る
情
報
と
な
っ
て
い
ま
す
。

決定区決定 分

〈
請
求
で
き
る
方
〉
①
市
内

に
住
所
の
あ
る
方
②
市
内
に
事

務
所
、
事
業
所
を
持
つ
個
人
及

び
法
人
そ
の
他
の
団
体
③
市
内

の
事
務
所
、
事
業
所
に
勤
務
す

合計
|区分
区分

非公開 不存在公開 部分公開

情銅公園の概邑 請求 0 0 0 00

申出 51 3 0 1

〉〈請求から公開まで 合計 3 0 1 51

!i求（申出）に係る↑ﾙ報力※不存在とは、公開等のj

存在しないこと

る
方
④
市
内
の
学
校
に
在
学
す

る
方
⑤
市
が
行
う
事
務
事
業
に

利
害
関
係
が
あ
る
個
人
及
び
法

人
そ
の
他
の
団
体
※
こ
れ
以

外
の
方
は
申
出
に
な
り
ま
す
。

〈
実
施
機
関
〉
①
市
長
②
水

ｌ
道
事
業
管
理
者
③
消
防
長
④
教

育
委
員
会
⑤
選
挙
管
理
委
員
会
⑥

監
査
委
員
⑦
挫
業
委
員
会
⑧
固
定

査
産
評
価
審
査
委
員
会
⑨
議
会

〈
対
象
と
な
る
情
報
〉
平
成
７

年
４
月
１
日
以
後
に
作
成
ま
た
は

取
得
し
た
文
書
、
図
画
、
写
真
、

磁
気
デ
ィ
ス
ク
等
で
実
施
機
関
が

管
理
し
て
い
る
も
の
。

〈
請
求
の
方
法
〉
傭
報
公
開
総

合
窓
口
ま
た
は
情
報
公
開
．
Ｉ
ナ

ー
に
「
情
報
公
開
識
求
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
情

報
〉
次
の
よ
う
な
備
報
は
公
開

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
＊
法
令
等
で
公
開
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
れ
て
い
る

情
報
＊
個
人
に
関
す
る
備
報
＊
法

人
等
の
事
業
活
動
に
関
す
る
情
報

市
役
所
本
庁
１
階
市
民
ホ
ー

ル
脇
の
情
報
公
開
総
合
窓
口
で

は
、
情
報
公
開
等
の
請
求
（
申

出
）
の
受
け
付
け
や
情
報
公
開

制
度
に
関
す
る
相
談
・
案
内
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
併
設
の
行
政
情
報
資

料
室
で
は
、
市
作
成
の
刊
行
物

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

<ご利用ください〉

鳶情報公園総合窓回･
票行威信覗買科自

0

や
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
推
持

に
関
す
る
情
報
、
国
等
と
の
協

力
等
に
関
す
る
情
報
、
合
議
制

機
関
等
に
関
す
る
情
報
、
事
務

事
業
の
意
思
形
成
ま
た
は
執
行

に
関
す
る
情
報
で
、
公
開
す
る

こ
と
に
よ
り
支
障
が
生
ず
る
も

の
〈
不
服
申
立
て
〉
請
求
し
た

情
報
に
つ
い
て
非
公
開
の
決
定

が
な
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
決
定

に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の

決
定
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
即
日
以
内
に
不
服
申

立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
実
施
機
関
は
公
正
、

中
立
な
判
断
を
す
る
た
め
「
我

孫
子
市
備
報
公
開
審
査
会
」
に

諮
問
し
、
そ
の
答
申
を
尊
重
し

て
不
服
申
立
て
に
対
す
る
決
定

等
を
行
い
ま
す
。

〈
自
己
情
報
の
開
示
と
訂
正
〉

自
己
悩
報
の
開
示
請
求
及
び

開
示
き
れ
た
傭
報
に
誤
り
が
あ

れ
ば
訂
正
鏑
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
は
じ
め
、

国
や
他
市
町
村
の
行
政
寅
料
な

ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
教
育
委
員
会
、
水
道

局
、
消
防
本
部
の
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実

施
機
関
の
講
求
〈
申
出
）
の
受

け
付
け
及
び
相
談
・
案
内
を
行

っ
て
い
ま
す
。

▼
利
用
時
間
午
前
８
時
釦
分

か
ら
午
後
５
時
（
た
だ
し
、
土
・

日
雌
日
、
祝
日
を
除
く
）

▼
場
所
市
役
所
本
庁
１
階
市

民
ホ
ー
ル
脇
情
報
公
開
総
合
窓

口
・
行
政
情
報
資
料
室

▼
問
い
合
わ
せ
文
書
課
情
報

公
開
担
当
壷
（
顕
）
１
１
１
１
内

線
２
６
８

－

－

下 総基地の米軍機使用絶対反対
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<一般会計予算執行状況＞

~司

市⑳財職状況壱公窪７
年

半

’ ’
G

ご
般
会
計
し

L

今
q

股
会

’
’ に

実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
６
年
度
に
比
べ
て

５
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

収
入
か
ら
支
出
を
差
し
引
い
た

額
は
、
５
億
５
０
０
０
万
円
程
度

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
ざ
ら

に
８
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
の

財
源
４
億
２
６
６
５
万
円
を
差
し

引
い
た
実
質
的
な
収
支
は
、
１
億

２
０
０
０
万
円
程
度
の
黒
字
に
な

る
見
込
み
で
す
。

市
民
負
担

の
状
況

市
が
各
種
の
事
業
や
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
す
る
た
め
に
は
多
く

の
財
源
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
財
源
は
、
皆
さ
ん
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
市
税
の
ほ
か
、’ 特

別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険

率
業
や
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
、

市
が
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
で
、

一
般
の
歳
入
・
歳
出
と
は
別
の
会

計
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
に
殻

<特別会計予算執行状況＞ 〆~ﾍ､可

特
別|’ ’

水
道
事
業
は
、
市
が
企
業
と
し

て
経
営
す
る
独
立
採
算
制
の
事
業

で
公
営
企
業
会
計
と
な
っ
て
い

ま
す
。収

益
的
収
支
は
、
水
の
供
給
事

業
を
主
体
と
し
た
経
営
活
動
の
収

支
で
あ
り
、
査
本
的
収
支
は
、
配

水
管
布
設
、
地
震
対
策
に
伴
う
布

設
替
え
等
水
道
施
設
建
設
や
改
良

な
ど
の
収
支
で
す
。
（
表
３
参
照
）

収
益
的
収
支
の
不
足
分
は
、
こ

れ
ま
で
繰
り
越
し
て
き
た
利
益
剰

余
金
で
、
査
本
的
収
支
の
不
足
分

に
つ
い
て
は
、
過
年
度
損
益
勘
定

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
表
２
参
照
）

７
年
度
末
現
在
で
は
、
６
会
計

が
設
け
ら
れ
、
一
般
会
計
と
は
経

理
を
区
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

た
り
に
使
わ
れ
た
費
用
は
約
型
万

９
０
０
０
円
、
一
世
帯
当
た
り
で

は
約
鎚
万
４
０
０
０
円
で
す
。

※
平
成
８
年
４
月
１
日
現
在
の
人

口
・
世
帯
数
（
人
口
狸
万
４
８
９

２
人
、
世
帯
数
４
万
３
０
３
５
世

帯
）
で
計
算

！

『

(表3）
基
金
は
特
定
の
目
的
の
た
め
に

財
産
を
維
持
し
、
査
金
を
識
み
立

て
、
ま
た
は
定
額
の
査
金
を
連
用

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

主
な
基
金
の
７
年
度
の
残
高
見

込
み
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＊
財
政
調
整
基
金
型
億
４
５
０

０
万
円
＊
減
憤
基
金
・
２
億
１

５
０
０
万
円
＊
庁
舎
埴
築
基
金

２
億
５
５
０
０
万
円
＊
ふ
る
さ

－

L_」
万
円
＊
成
田
線
複
線
化
整
備
基

金
５
０
０
０
万
円

と
手
黄
沼
ふ
れ
あ
い
計
画
推
進
基

知っていますか財政用
垂
、 ま
坐
一
般
会
計
市
の

本
的
な
事
業
に
必
要

経
費
を
計
上
し
た
会

争
民
生
蜜
社
会
福

や
国
民
年
金
の
経
費

充
て
る
お
金

争
公
憧
費
市
が
長

に
わ
た
っ
て
、
借
り

れ
る
借
金
の
利
息
と

金
の
返
済
に
使
わ
れ

お
金
糸
地
方
交
付
税
市

財
政
状
況
に
応
じ
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
る

め
知
識

|篭、湯蔦売久覇謄撚許妻姦
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
外
国
語
版
ご
み
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
」
（
写
真
）
を
こ
の
ほ
ど

作
成
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

平
成
８
年
度
、
第
２
回
目
の

「
ま
ち
な
み
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」

を
天
王
台
地
区
で
開
催
。
今
回

は
、
天
王
台
駅
南
口
か
ら
市
民

会
館
ま
で
の
約
３
伽
を
歩
き
、

天
王
台
駅
南
口
の
修
景
や
旧
成

田
街
道
、
小
林
一
茶
ゆ
か
り
の

鍛
勝
院
、
高
野
山
香
取
神
社
の

ま
ち
な
み
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
に

参
棚
し
て
み
ま
せ
ん
か

外
国
語
版
（
５
か
国
語
）
ご
み

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

市
内
在
住
外
国
人
の
方
へ

天
王
台
地
区
で
開
催

－

市
内
在
住
の
外
国
人
を
対
象
に
、

ご
み
の
出
し
方
を
よ
り
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
５
か
国
語
（
英

語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
中
国
語
、
ハ

ン
グ
ル
、
ア
ラ
ビ
ア
語
）
で
紹
介
。

送
付
希
望
の
団
体
は
、
部
数
を

取
り
ま
と
め
て
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
配
布
場
所
市
役
所
本
庁
市
民

課
、
各
支
所
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
壷
（
師
）
０
０
１
５

巨
木
と
古
墳
、
周
囲
の
鍛
観
と
マ

ッ
チ
し
た
烏
の
博
物
館
な
ど
、
ふ

だ
ん
見
過
ご
し
が
ち
な
魅
力
あ
る

ス
ポ
ッ
ト
を
探
し
な
が
ら
身
近
な

景
観
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

▼
日
時
・
場
所
７
月
週
日
（
土
）

午
前
９
時
天
王
台
駅
南
口
集
合
、

ｎ
時
鋤
分
市
役
所
解
散

▼
参
加
費
無
料

※
雨
天
の
場
合
は
延
期
し
ま
す
。

▼
コ
ー
ス
天
王
台
駅
南
口
か

ら
最
勝
院
、
高
野
山
香
取
神
社
、

烏
の
博
物
館
、
手
演
沼
親
水
広

場
を
経
て
市
民
会
館
ま
で

▼
定
員
先
着
知
名

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

●
●
電
話
で
都
市
計
画
課
云
（
顕
〉
１

１
１
１
内
線
５
７
７

’

収 入

区分

市税

地方鍍与税

地方交付税’
分担金･負担金

使用料･手数料

国庫支出金

県支出金

繰入金

繰越金

市債

その他

合計

予算現額

182億7610万円

7億9000万円

12億4992万円

4億1267万円

15億2799万円

9億3909万円

1億3887万円

24億8020万円

12億883万円

277億5481万円

収入済額

183億3149万円

7億4313万円

2億9396万円

4億8828万円

4億2415万円

14億9589万円

9億5311万円

1億3883万円

12億4501万円

24億8020万円

12億4343万円

278億3748万円

執行率(％）

100.3

94．1

117.6

100.4

102．8

9

101．5

100.0

100.0

1000

102.9

100.3

市
の
財
政
事
情
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
皆
さ
ん
の

納
め
た
大
切
な
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
ご

理
解
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
フ
年
度
の
決
算
見
込
み
か
ら
み

た
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
Ｉ
財
政
課
Ｉ

支 出

区分

土木費

総務費

民生費

衛生謎

教育費

公使費

消防費

議会賀

農林水産業賀

商工費

予 備費

合計

予算現額

56億6979万円

51億8231万円

49侭6074万円

35億6567万円

34億5795万円

24億3568万円

13億9999万円

4億8万円

3億9158万円

2億8092万円

1010万円

277億5481万円

支出済額

55億7844万円

50億8216万円

49億142万円

35億2537万円

33億5554万円

24億3064万円

13億8597万円

3億7164万円

3億8303万円

2億7719万円

－

272億9140万円

執行率(％）

98．4

98．1

98．8

98．9

97．0

99．8

99．0

92．9

97．9

98．7

98．3

区分

国民健康

保険事業

土地区画

整理事業

公共下水道事業

手賀沼浄化事業

老人保健

公共用地

先行取得事業

合 計

予算現額

48億290万円

3億7703万円

34億5030万円

蝿8132万円

51億7697万円

420万円

139億9272万円

収入済額

46億1268万円

3億7668万円

34億4738万円

1億8332万円

50億8560万円

416万円

137億982万円

支出済額

45億345万円

1億3610万円

32億5118万円

l臆7865万円

50億2560万円

416万円

130億9914万円

200

150

100

釦
（
侭
円
）

仁．市俄現在高（元金）

に．俄務負担行為未払い残碕

■一

－一

画一

(元利金）

(年臘)平成5年6年7年

一

経
費
に
充
て
る
た
め
に
、
市
が
す
る
も
の
で
す
。

借
り
入
れ
る
借
金
で
す
。
い
ず
れ
も
年
々
増
加
の
傾
向

償
務
負
担
行
為
は
、
工
期
が
に
あ
り
、
慎
重
な
査
金
計
画
・

数
年
に
渡
る
工
事
の
契
約
な
ど
財
政
運
営
が
必
要
で
す
。

市
憤
は
、
大
規
櫟
な
事
業
の
次
年
度
以
降
の
支
払
い
を
約
束

市
債
・
債
務
負
担
行
為
の
推
移

１
８
４
億
１
千
万
円

砺
施
４
千
万
円

１
９
２
億
７
千
万
円

；

２
０
５
億
３
千
万
円

；

区分

収益的収入

収益的支出

差引

資本的収入

責本的支出

差引

予算現額

2鱸17万円

28億9959万円

－4億9942万円

6億7567万円

10億5684万円

-3億8117万円

決算見込額

24億6216万円

27億8476万円

－3億2260万円

7億2309万円

9億5412万円

－2億3103万円

執行車(%）

102.6

96．0

107.0

90．3

あびこ あれ これ

市
商
工
会
婦
人
部
に
よ
る

献
血
を
実
施
午
後
１
時
か
ら
３
時
釦
分
、
湖

▼
日
時
。
場
所
７
月
３
日
北
マ
イ
ン
（
雨
天
実
施
）

（
水
）
午
前
９
時
釦
分
か
ら
正
午
、
▼
問
い
合
わ
せ
厚
生
課
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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

皆
さ
ん
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ

た
時
の
医
療
費
を
負
担
す
る
こ
と

が
、
大
き
な
目
的
で
す
。
そ
の
財

源
は
国
の
負
担
金
、
県
の
補
助
金

と
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く

保
険
税
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

保
険
税
は
、
国
保
の
黄
重
な
財

源
で
す
。
平
成
８
年
度
の
納
税
通

知
書
は
、
６
月
四
日
（
水
）
に
発
送

す
る
予
定
で
す
。

下
表
の
納
期
限
内
に
納
め
て
い

た
だ
く
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
納
税
義
務
者
は
世
帯
主

保
険
税
の
納
税
通
知
書
健
各

世
帯
の
世
帯
主
あ
て
に
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
世
帯
主

が
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合

保
険
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

篭要亨薫の根戸城柵分を
平成9.,0年度に整備します

へ

国
民
健
康
保
険

、

▼根戸・手賀沼線工事箇所 都
市
計
画
道
路
根
戸
・
手
賀
沼
線

（
３
．
５
・
”
号
線
）
は
市
の
西

部
に
位
置
し
、
国
道
６
号
線
と
都

市
計
画
道
路
根
戸
新
田
・
布
佐
下

線
（
３
．
５
．
遁
号
線
）
を
結
ぶ

幹
線
道
路
で
す
（
左
図
参
照
）
。

現
在
こ
の
道
路
は
、
用
地
の
一

部
に
文
化
財
（
根
戸
城
祉
）
が
あ

る
た
め
、
城
祉
部
分
を
迂
回
し
た

暫
定
的
な
形
で
使
用
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
文
化
財
を
保
存
し
た

道
路
整
備
を
行
う
た
め
、
文
化
庁

で
も
、
世
帯
内
に
一
人
で
も
国
保

加
入
者
が
い
れ
ば
、
保
険
税
の
納

税
義
務
者
は
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。

◎
保
険
税
の
賦
課
限
度
額

／ 、

モデルによる保険税の計算
我孫子→←柏

次のモデル世帯の場合、平成8年度の保険税が

いくらになるのか計算してみましょう。

OAさん（世帯主）

所得＝給与所得･･･338万円（収入490万円）

OBさん（妻）

所得＝パート所得…42万円（収入107万円）
oCさん．Dさん（子）所得＝なし

○固定資産税額＝10万円

①所得割額給与特基礎
別控除控除

Aさん338万円－2万円-33万円＝303万円

Bさん42万円－2万円-33万円＝7万円

世帯所得合計=310万円

税率

3,100,000×7.4%=229,400円

②資産割額100,000×20%=20,000円

③均等割額10,800×4人=43,200円
④平等割額9,600円

年税額＝①＋②＋③＋④＝302,200円
以上の計算から、Aさんが平成8年度に納める
べき保険税は、302,200円になります。

※国民健康保険では、事業専従者控除は受けられ

ません。事業専従者控除額（白色・青色）は、事
業主の所得に合算されます。

※譲渡所得のうち、一部が所得税、市・県民税で

は特別控除される場合がありますが、国民健康保

険ではこの特別控除がありませんので、減税の対
象にはなりません。

国道6号線

常盤線 我孫子→

北
拍
駅

都市計画道路
根戸・手賀沼總

と
協
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
文
化
財
に
与
え
る
影
響
を

で
き
る
だ
け
抑
え
た
特
殊
工
法

（
半
断
面
ト
ン
ネ
ル
）
に
よ
り

平
成
９
．
，
年
度
に
整
備
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
決
ま
り
次

第
、
広
報
あ
び
こ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
道
路
課
街
路

係
壷
（
塗
１
１
１
１
内
線
５
３

３

保
険
税
の
負
担
が
、
著
し
く
高

額
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
税
額
の

限
度
（
賦
課
限
度
題
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
平
成
８
年
度
の
賦

、_ノ
若松→｡－柏

（ ）

！
都市計画道路根戸新田・布佐下綴

[二ｺ整備箇所／~壽薑-－

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
今
年
生
誕
想
像
力
を
刺
激
す
る
宮
沢
蟹
治
▼
日
時
８
月
聖
日
王
）
第
１
回

１
０
０
年
を
迎
え
る
宮
沢
賢
治
の
の
世
界
を
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
・
・
・
午
前
ｎ
時
開
演
第
２
回
：
午

記
念
事
業
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
後
２
時
開
演

う
た
も
の
が
た
り
「
よ
だ
か
の
◎
う
た
も
の
が
た
り
「
よ
だ
か
の
▼
入
場
料
３
０
０
円

星
」
は
、
原
作
の
物
語
に
節
を
つ
星
」
親
子
コ
ン
サ
ー
ト

囮
入
場
券
発
売
所
市
民
プ
ラ
ザ
、

け
、
歌
い
、
語
る
、
お
子
さ
ん
か
▼
日
時
８
月
詔
日
（
水
）
第
１
回
エ
イ
ブ
ル
ひ
ら
が
、
平
黄
書
店
、

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
、
新
し
い
。
：
午
後
２
時
開
演
（
子
ど
も
向
け
）
ブ
ッ
ク
ス
ス
ズ
キ
、
荒
井
書
店
、

タ
イ
プ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
第
２
回
…
午
後
５
時
釦
分
開
演
石
川
春
光
堂
、
レ
コ
ー
ド
あ
っ
ぷ

映
画
祭
で
は
、
ア
ニ
メ
に
な
り
（
大
人
向
け
）
る
、
市
民
会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り
、

親
し
み
や
す
く
な
っ
た
、
賢
治
の
▼
入
場
料
親
子
１
５
０
０
円
あ
び
こ
子
ど
も
劇
場

二
つ
の
物
語
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
大
人
１
０
０
０
円
中
学
生
以
下
◎
絵
本
展
父
場
無
澄

絵
本
展
は
、
「
よ
だ
か
の
星
」
７
０
０
円
（
全
席
自
由
）
▼
日
時
８
月
聖
日
主
）
か
ら
詔

を
は
じ
め
、
宮
沢
賢
治
原
作
の
１
※
３
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
は
入
場
日
（
水
）
午
前
、
時
か
ら
午
後
５
時

０
０
冊
以
上
の
絵
本
を
展
示
。
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
託
児
室
（
１
◎
イ
ワ
ン
。
ホ
フ
ロ
フ
絵
本
原
画

ま
た
、
関
連
事
業
と
し
て
「
長
人
７
０
０
円
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
展
（
入
場
無
料
）

靴
を
は
い
た
猫
」
「
白
雪
姫
と
七
い
。
託
児
室
申
し
込
み
は
、
電
話
▼
日
時
８
月
９
日
（
金
）
か
ら
９

人
の
こ
び
と
」
な
ど
、
か
わ
い
ら
で
８
月
泌
日
（
月
）
ま
で
に
あ
び
こ
月
１
日
（
且
午
前
、
時
か
ら
午
後

し
い
色
鮮
や
か
な
作
品
の
「
イ
ワ
子
ど
も
劇
場
霊
弱
）
９
０
７
８
へ
５
時

ン
・
ホ
フ
ロ
フ
絵
本
原
画
展
」
を
◎
映
画
祭
『
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
画
場
所
。
問
い
合
わ
せ
市
民
プ

開
催
し
ま
す
。
１
」
『
注
文
の
多
い
料
理
店
」
ラ
ザ
霊
（
翌
２
１
１
１

課
限
度
額
は
記
万
円
で
、
算
出
し

た
税
額
が
こ
の
額
以
上
の
場
合
は
、

露
万
円
が
税
額
と
な
り
ま
す
。

※
税
額
の
計
算
は
、
左
図
の
計
算

例
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
滞
納
す
る
と

保
険
税
の
滞
納
を
続
け
る
と
、

保
険
給
付
の
差
し
止
め
や
、
財
産

の
差
し
押
さ
え
等
の
滞
納
処
分
を

一

う
た
め
の
が
た
り
。
映
画
祭
・
絵
本
展

市
民
プ
ラ
ザ
の
催
し

！
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
、

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

◎
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

忙
し
く
て
、
つ
い
う
っ
か
り
保

険
税
を
納
め
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち

な
方
に
は
、
口
座
振
替
が
便
利
で

す
。
市
内
の
各
金
融
機
関
（
郵
便

局
を
除
く
）
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
保

険
税
係
云
（
顕
）
１
１
１
１
内
線
３

５
３

ぐ
国
民
健
康
保
険
納
期
限
日

色
八

q

宮
沢
賢
治
生
誕
１
０
０

＆

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
健

全
な
運
営
を
図
る
た
め
、
国
民
健

康
保
険
に
よ
り
受
診
さ
れ
た
方
に
、

定
期
的
に
医
療
費
の
通
知
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
（
下
表
参
照
）
。

今
年
度
第
１
回
の
通
知
を
６
月

下
旬
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
受
け

取
ら
れ
た
方
は
、
内
容
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
通
知
は
皆
さ
ん
が

受
診
さ
れ
た
医
療
費
の
額
を
お
知

ら
せ
し
、
健
康
づ
く
り
に
対
す
る

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

お
送
り
す
る
も
の
で
、
受
診
抑
制

の
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

必
要
な
と
き
は
十
分
な
治
療
を

受
け
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期

洽
療
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

※
老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
費
に

つ
い
て
は
、
別
途
通
知
し
ま
す
。

（
国
１
１
民
ｉ
Ｉ
健
康
保
険
）

医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険

、
…
＃
§
＃
骨
脅
＃
＃
＃
＃
＃
ｆ
ｆ
ｆ
＃
＃
＃
§
＃
§
；
§
ｆ
§
＃
脅
骨
脅
骨
＃
ｆ
ｆ
ｆ
＃
＃
＃
骨
…
骨
＃
＃
＃
＃
＃
識

》
動
物
睦
買
僅
壱
鍔
つ
で
鴻
言
紗
鱸
蛙
罐
渦
》

垣
し
く
飼
い
患
し
ふ
う
獺
欝
零
韓
は
、
持
ち
》

や一一
６
月
は
、
「
動
物
の
正
し
い
◎
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫
は
、
◎
千
葉
県
の
条
例
で
「
危
険
な
》》

》
飼
い
方
推
進
月
間
」
で
す
。
次
市
で
毎
週
木
曜
日
（
午
前
８
時
訓
動
物
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
サ
》

》
の
こ
と
を
守
っ
て
動
物
を
正
し
分
か
ら
ｎ
時
訓
分
）
に
引
き
取
り
ル
な
ど
を
飼
う
場
合
は
、
県
知
》

》
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。
を
行
っ
て
い
ま
す
。
犬
や
猫
を
、
事
の
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
一

一
．
飼
い
犬
（
生
後
虹
日
以
上
）
絶
対
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
以
上
の
点
に
注
意
し
、
動
物
》

や
の
狂
犬
病
予
防
注
射
、
及
び
登
◎
放
し
飼
い
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
は
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
》

》
録
を
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
て
い
ま
す
。
犬
の
放
し
飼
い
は
危
う
に
、
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
一

》
◎
子
犬
子
猫
を
増
や
す
つ
も
険
で
す
の
で
、
必
ず
つ
な
い
で
飼
し
よ
う
。

辛辛

葬
り
の
な
い
場
合
は
、
不
妊
手
術
い
ま
し
よ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
一

一
を
受
け
き
せ
ま
し
ょ
う
。

や

◎
子
犬
や
子
猫
の
時
か
ら
し
つ
け
ｌ
壷
（
近
１
１
３
１

や

伊
令
§
§
骨
§
…
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
骨
§
ｆ
ｆ
ｆ
§
ｆ
＃
＃
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
＃
ｆ
ｆ
ｆ
§
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
蜂

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
給

付
係
壷
露
）
１
１
１
１
内
線
３
２

４
．
３
２
５

ぐ
国
民
健
康
保
険
医
療
費
の
通
知

『我孫子の歴礎を学ぶ八のために(4)』

『我孫子瀧史資料｡近世篇1I1』

頒布中

◎
我
孫
子
の
歴
史
を
学
ぶ
人
の
た

め
に
（
４
）

市
史
編
さ
ん
室
で
は
、
毎
年
開

催
し
て
い
る
我
孫
子
市
史
識
演
会

の
う
ち
、
昭
和
錨
年
か
ら
平
成
４

年
ま
で
の
５
回
の
記
録
を
ま
と
め

た
「
我
孫
子
の
歴
史
を
学
ぶ
人
の

た
め
に
（
４
）
」
を
刊
行
し
ま
し
た
。

我
孫
子
の
昔
に
つ
い
て
知
り
た

い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
＊
文
書
館
と
地
域
の
社

会
的
集
合
記
憾
：
気
鱗
塞
ぎ
＊
あ
み
の

中
世
民
衆
世
界
の
束
と
西
・
網
野

善
彦
＊
地
域
史
と
世
界
史
：
齢

の
ま
さ
な
斡

野
政
直
、
＊
地
域
に
き
づ
く
歴
史

（
計
‐
ノ国 民健康保険

る
国
愚
震
険
で
羨
婁
げ

す
に
雌
灘
繩
態
潔
爵

定
定
高
額
襄
禁
支
雪
れ
手
。

徽
倣
銅
穆
燭
鱈
舞
万

こ
の
自
己
負
担
限
度
額
が
、
６

蹄
餓
さ
れ
る
世
童
薑
す
る
月
の

市
で
は
高
額
療
養
費
が
支
給

の
限
藻
蕊
蕊
纈
澱

費
担
議
謝
鑿
蕊
蠅

養
負
金
課
ま
た
は
宴
所
で
墨
し

療
己
て
く
誓
い
．

額
自
嬢
霜
１
攪
鱸
蝿

吉
同
４
．
３
２
５

ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
§
＃
；
§
骨
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
＃
＃
骨
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
§
致

し
ご
一
丁
、
、
一
言
う
／
』
言
一
．
ご
‐
に
＄
監
刷
や

ｊ
ｈ
Ｉ

6

像
．
：
林
英
夫
、
＊
地
域
の
歴
史
と

民
俗
学
…
福
田
ア
ジ
オ

▼
定
価
１
０
０
０
円

◎
我
孫
子
市
史
資
料
。
近
世
篇
Ⅲ

我
孫
子
の
近
世
責
料
を
収
集
し

た
シ
リ
ー
ズ
「
我
孫
子
市
史
査
料
．

近
世
篇
」
の
第
３
巻
。
第
１
巻
の

土
地
制
度
、
第
２
巻
の
政
治
関
係

に
続
い
て
、
第
３
巻
で
は
産
業
に

関
す
る
査
料
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

▼
内
容
幸
農
業
・
新
田
開
発
、

＊
交
通
＊
産
業
、
＊
金
融

▼
定
価
５
０
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
市

史
編
さ
ん
室
塞
（
弱
）
１
１
５
１

一一一」

第
加
期

平成9年

３
月
皿
日
（
月
）

９
期

２
月
鯛
日
（
金
）

８
削
呵
Ｉ
《
〃

１
月
訊
日
（
金
）

７
期

平成8年

ｎ
月
妬
日
（
水
）

６
明
。
Ｔ
エ
ジ

哩
月
２
日
（
月
）

５
期

加
月
釦
日
（
木
）

第
４
期

９
月
釦
日
（
月
）

第
３
期

９
月
２
日
（
月
）

第
２
期

７
月
釦
日
（
水
）

第
１
期

７
月
１
日
（
月
）

３
月

平
成
８
年
皿
月
か
ら

ｎ
月
診
療
分

平
成
９
年
1

月

平
成
８
年
８
月
か
ら

９
月
診
療
分

ｎ
月

平
成
８
年
６
月
か
ら

７
月
診
療
分

９
月

平
成
８
年
３
月
か
ら

５
月
診
療
分

平
成
８
年
６
月

平
成
７
年
岨
月
か
ら

平
成
８
年
２
月
診
娠
分

通
知
時
期

通
知
内
容
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惨資格18歳以上27歳未満の男子

※出願方法等、詳しくは自衛隊柏

募集案内所盃(63)6884へ唾．－〃【

濠
11

国 回国国良

1
0

ｌ

ｌ
Ｉ

クリーンセンターでは、土・日

曜日・祝祭日のごみ等の持ち込み

楽しい夏休み。自然とふれあいを全面的にお断りすることになり県では、自然保護や清掃、リサ

ながら楽しく過ごしてみませんか。ました。イクルなどの環境保全活動を行う

し日程・場所7月26日(金)から歩問い合わせクリーンセンター団体に対し、助成制度を実施して

7月28日(日)の2泊3日、福島県盆(87)0015へいます。

※詳しくは、環境保全課云(85)11国立那須甲子少年自然の家

11内線568へシ対象・定員小学校4年生から

中学校3年生まで、先着80名シ日時月曜日を除く6月28日

圖国回国 伝参加費1人1万4000円（金）から7月7日(日）（ただし、

消防署では、1人法による心肺少申し込み・問い合わせハガキ7日は午前中のみ)､午前g時から平成10年2月2日から郵便番号

そ生法の知識と技術を習得するだに住所、氏名、性別、電話番号、午後4時30分をすべて7ケタにする新郵{更番号

惨日時・場所7月14日(日)午前めの救急講習会を実施します。学校名、学年、保護者名を明記し、惨場所・問い合わせ柏中央公民制を導入します。

｜Q時30分、市民体育館シ受付毎日（10名単位で随時実我孫子1684教育委員会社会教育課館査(64)1811へ（展示期間内）※詳しくは、我孫子郵{更局盃(82）

シ競技方法男・女シングルス施）青少年係事務局壷(85)1151へ 4251へ

⑬⑤⑨圃慰｜陰種別高校生、一般、男子50歳シ場所最寄りの消防署

し日時・場所7月5日(金)午後以上、女子30歳以上、女子40歳以伝内容普通救命講習･･心肺そ生

上法（1人法）、大出血時止血法少対象視覚障害者に理解のある1時30分から4時30分、市民会館噂社会福祉事業基金にと、池田丈

し対象市内在ｲｷ者※講習会終了後、技能滴正と認め50歳未満の健康な女性の方シ対象長欠、いじめ、非行など夫様（布佐平和台)､今村賢之助様

し参加蚕1種目500円(ただし、られだ方には修了証を交付します。シ申し込み・問い合わせ履歴書教育問題の悩みを持つ児童・生徒（並木)､松戸信用金庫我孫子支店
高校生300円）し対象市内在住・在勤の方（受に必要事項を明記（写真貼付）し、の保護者、教職員様から寄付がありましだ。

陰申し込み・問い合わせハガキ講無料）6月28日(金)までに障害福祉課盈し申し込み．問い合わせ電話で▽福祉のだめにと、社会福祉協議

｜

’

に大会名、種目、住所、氏名、生傷申し込み・問い合わせ電話で（85)1111へ持参7月5日(金)午前10時までに教育会へ山本すゑ様（天王台)､小野友

研究所盆(87)4600へ之助様（つくし野)､中央学院高等年月日、電話番号を明記し、6月消防本部警防課壷(84)0119へ

学校様、湖北高等学校保護者会様、我孫子地区小学校7校合同
PTA講演会

28日（金・必蘆）までに我孫子96

田中剛様（栄)､加藤弘子様（高野伝日程7月30日(火)から8月1の53赤羽祐子壷(82)5586へ

シ日時・場所6月29日(土)、開日(木)の2泊3日（参加費無料）伝対象障害をもつお子さんの教山)､成田信用金庫布佐支店様、手

場…午前9時15分、市民会館伝場所あすなるの里（茨城県）青についてお悩みの方(費用無料）打ちうどん丸幸様（湖北台)､お誕

’’し曰時8月2日(金)、第1回午慢内容未来の源は今日の子ども伝対象学校に行けないで悩んで似申し込み『巡回相談申込書」生日ありがとうの会様、コンビニ

前10時、第2回11時30分、第3回たち(当日は手話通訳がつきます）いる小学校4年生から中学生まで（教育委員会に用意）に必要事項エンスストア「スパー」天王台店

午後1時80分（受付はいずれも乗惨講師鈴木敏恵（文部省生涯学シ申し込み・問い合わせハガキを明記し、6月26日(水)までに教様から寄付がありました。
、

船の20分前から)､荒天中止習クリエイテイブア艀バイサー）に住所、氏名、性別、電話番号、育委員会学校教育課へ

'場所千葉港船員サービスセン少申し込み・問い合わせ往復ハ学校名、学年、保護者名を明記し、※詳しくは、県特殊教育センター

ター前（千葉市)､参加費無料ガキに住所、氏名、電話番号を明7月12日（金・必着）までに我孫盃043(227)1166へ

し対象・定員県内在住の小・中記し、6月20日（木・必着）まで子1684教育委員会指導課盃(85)11

学生とその保護者、各回250名に、つくし野7の30の1並木小学51へ

蕊
陰申し込み・問い合わせ封書で校PTA文化部盆(84)3151ヘ

乗船希望時刻、参加者全員の氏名、

年齢(小・中学生は学年)、連絡先 ６
月

県では、みどりを大切に守り言

の電話番号を明記し、返信用封筒し日時6月22日(土)、23日(日）ててくれる方を募集します。

(80円切手を貼り宛先を記入）同午前9時から午後5時し対象満16歳以上の方

蕊
封のうえ、7月10日（水・必着）シ場所井手ロホール（中央公民シ登録方法所定の申込用紙（市

までに〒260-91干葉中央郵|更局館前)、入場無料公園緑地課に用意）に必要事項を

私書箱40号干葉県庁水質保全課云し問い合わせ秋坂査(88)2339明記し、持参してください。

043(223)3816へ シ問い合わせ県緑化推進委員会

壷043(225)3181

戸日時・場所6月30日(日)午後

腰曰時7月2日(火)午前10時か1時30分から5時、千葉市中央コ

ら11時30分（参加費無料）ミュニティセンター（参加費無料）

し講師大島真弓（国立精神．神少対象吃音者及び関心のある方

経センター作業療法士）シ定員先着40名 候日時7月13日(土)開場･･･午後

2時30分、開演…3時

し入場料S席…2500円、A席…

2000円（以上指定席)､B席1500円

（自由席）

※小学校入学前のお子さんの入場

はお断りします。

し入場券発売所平賀書店、ミリ

オン楽器我孫子店、ブックススズ

キ、荒井醤店、石川舂光堂、あび

こサービスセンター、レコードあ

つぶる、ポピー、市民会館内売店

ひろがり、学友堂布佐店、柏そご

う、柏高島屋、取手とうきゅう

※7月6日(土)からは市民会館内

売店ひろがりのみの取り扱いとな

りますので、ご注意ください。

シ問い合わせ教育委員会社会教

育課云(85)1151

伝申し込み・問い合わせ電話で

干葉誉豊豊山倉公043(243)9702へ
伝対象子どもたちの発達に心配

をお持ちの家族

※当日は、湖北駅北口から無料送

１
１

迎バス有り（午前9時50分発）

伝日時6月22日(土)午後1時か

ら4時（参加費無料）

し場所松戸市総合福祉会館

し問い合わせ（社)日本オストミ

ー協会干葉県支部事務局盃0474

(52)6433へ（ただし、月・火・金

曜日午前10時から午後4時に限る） 蕊鞍
●争●●●
●■●●O
●●e●●
●■●｡●

｜

’
《
柵’

伝曰時・場所6月19日(水)午後

1時から3時30分、アビイホール

（イトーヨーカ堂)､参加費無料

伝内容講演「健康と運動」・歯

みがき指導・アトラクションほか

※詳しくは、浜崎云(82)8189へ

IIJ且
陰参加費無料

侯持参ゆかた、半中帯

し申し込み・問い合わせ電話で

須藤盆(88)3628へ’
鉛
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。
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えのもとゆき

榎本有希ちゃん
(つくし野・1歳）

2等陸･海｡空士自衛官
水稲の農薬空中散布
シ曰時7月16日(火)･･･利根111沿

い水田、17日(水)…手賀沼沿い水

田、午前4時30分から10時頃を予

定（雨天、強風等の場合は順延）

※詳しくは、農政課盃(85)1111へ

青少年相談員
「第16回青少年ｷｬﾝ参加者』

クリーンセンターへごみ等
を持ち込まれる方へ

ち|鑛境ﾗﾝﾃｨｱ誠諜

平成8年6月1日現在＊人□125,594人(前月比十73人）

*男62,818人＊女62,776人＊世帯数43,563世帯 平成8年度教科書展示会
平成10年2月から郵便
番号が7ケタに変わります救急講習会

讃騨誓譽琴蕃

巡回教育相談
視覚障害者ガｲドﾍﾙパー

長期欠席児童・生徒の
ためのサマーキャンプ参加者

心身障害児巡回教育相談

親と子の東京湾視察会

日

ﾃﾚﾎﾝｻービｽB(85)1'313

皇当番医｡1週間の行事

16⑧

17月

18火

19水

20木

21金

22土

Zろ⑧

2斗月

25火

2⑰水

27木

28金

29土

”日曜当番医＝テレホンサービス

〃休日救急歯科診騒日=休日救急歯科診霞所(市民会館内)9:船~11:30
画結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

童家庭の日

酢心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00

酢市民会館・市民図書館・烏の博物館休館
野つつじ荘・西部福祉センター休館

画市民画害館邇北台・布佐分館休館

"市民画露館湖北台・布佐分館休館

画法律相談＝市民相談室9:30～15:30(電話で予約受付）
毎市民プラザ休館

画市民図書館湖北台・布佐分館休館

－税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

密巾民図書館湖北台・布佐分館休館

画市役所閉庁(一部の施設は除く）
虚市民図書館湖北台・布佐分館休館

西日膣当番医＝テレホンサービス

壜"･休日寂急歯科診壷日=休日救急歯科識所(而民会館内)9:冊~11:30
－市民圃蕊館湖北台・布佐分館休館

画心配ごと相談＝布佐市民センター本館9:00～15:00
〃市民会館･･市民図書館・烏の博物館休館
画一市民体育館・つつじ荘・西部福祉センター休館

奇法律相談＝市民相談室9:30～15?30(電話で予約受付）
底，-つつじ荘・西部福祉センター休館
壷市民図書館湖北台・布佐分館休館
彦水道料金納入期限＝預令口座振替円

画市民図書館湖北台・布佐分館休館

‘"･人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00

画市民画書館湖北台・布佐分館休館

画市民図書館湖北台・布佐分館休館

画･国民年金尿陵科納顯限＝n座振替日

こず市役所閉庁(－部の施設は除く）

可
奄
日朧当番医＝テレホンサービス

休日救急歯科診霞日=休日救急歯科診畷所(市民会館内)9:冊-11:30

みどりのボランティア
東洋薗友の会
｢アワチドリ･ウチョウラン展」

きつおん

吃音を考えるつどい講
噛び寵した
演会
子ども幌達について」

ヨイ劇場
唱団コンサート

オストメイト
社会適応訓練講習会

辮言祷り議穐薑
日程

6月30日

（B）

7月7日

(日）

時間

午前10時

～正午

午後2時
I

4時

午後1時

～3時

場所

恨戸近隣

センター

雷ﾗザ’
成人の万

笂着20名

濃自分で着るゆかだの着方

新木近隣

センター

定員

子
組
親
加
で先菌

濡
蠅
で先着

伽|粥き瀧齢ﾌｫー ﾗﾑ


